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目的： 

幼児期におけるスクリーンタイム（テレビや DVDなどの画面を見る時間）と自閉症スペクトラム症に関する大規模な追跡調査は、

これまでほとんど行われていない。本研究では、1 歳時のスクリーンタイムと 3歳時の自閉スペクトラム症との関連を検討した。 

 

方法： 

本研究では、エコチル調査に参加した 84,030 組の母子を対象とし、1 歳時のスクリーンタイムと 3 歳時の自閉スペクトラム症との

関連について、多変量ロジスティック回帰分析を行った。1歳時のスクリーンタイムは、1歳時点での母親への質問票調査で、3

歳時の自閉スペクトラム症については医師の診断の有無を 3歳時点での母親への質問票調査で把握した。自閉スペクトラム症

の有病率には男女差が認められていることから、男女別の層別に解析した。 

 

結果： 

男児では、1 歳時点の子どもの発達の遅れなどとは無関係に、1歳時のスクリーンタイムの長さと 3 歳時の自閉スペクトラム症と

の関連が認められた。スクリーンタイムが「なし」のグループに比べて、3歳時に自閉スペクトラム症と診断される頻度は、「１～２

時間未満」のグループで 2.16 倍、「２～４時間未満」のグループで 3.48 倍、「4時間以上」のグループで 3.02倍となった。一方、女

児では関連は認められなかった。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

本研究では、男児では、1歳時のスクリーンタイムの長さと 3 歳時の自閉スペクトラム症が関連することが明らかになった。しか

し、調査は母親の報告に基づいていること、子どもがスクリーンを見ている正確な時間はわからないこと、3歳時点の自閉スペクト

ラム症の診断については重度の子どもに偏っている可能性があること、遺伝的要因等について十分に検討できていないこと等の

限界がある。今後はスクリーンタイムと自閉スペクトラム症との関係に影響を与える他の要因や、自閉スペクトラム症のリスクを高

める時期・要因の組み合わせなどについてもさらなる研究が求められる。 

 

結論： 

本研究では、男児では 1 歳時のスクリーンタイムが長くなるほど 3 歳時に自閉スペクトラム症と診断されているという結果が得ら

れた。自閉スペクトラム症の原因は先天的な脳の一部の障害であるが、発症や症状の程度は環境によって影響を受けるといわ

れている。本研究によってスクリーンタイムは影響を与える環境のひとつである可能性が示された。 

 


